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逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
字
以
内
の
景
観
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関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
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「大崎公園から見た景色」  絵 馬目 碧 （小学 4 年生） 

え
て
い
て
、
帰
国
翌
日
に
は
も
う
海
に
出
た
。
そ
の
日

は
江
の
島
ま
で
、
次
の
日
は
佐
島
へ
と
、
俄
か
に
青
春

を
取
り
戻
し
た
。
山
と
海
に
囲
ま
れ
、
自
然
に
恵
ま
れ

た
逗
子
は
、「
故
郷
」
と
し
て
申
し
分
な
く
、
そ
れ
だ

け
に
私
の
自
慢
で
も
あ
る
。 

母
と
知
り
合
う
前
の
二
〇
代
の
頃
、
父
は
病
気
療
養

の
た
め
逗
子
に
長
期
逗
留
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
気
候

温
暖
で
風
光
明
媚
な
こ
の
地
が
痛
く
気
に
入
り
、「
い

つ
か
逗
子
に
住
も
う
！
」
と
決
め
た
。
お
陰
で
病
状
は

回
復
し
、
そ
の
後
は
大
病
を
患
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
終
え
る
と
、
念
願
の
逗
子
に
引

っ
越
し
て
き
た
の
だ
っ
た
。 

私
は
現
在
、
仕
事
の
関
係
で
関
西
に
住
ん
で
い
る
。

逗
子
の
家
に
今
は
誰
も
住
ん
で
い
な
い
の
で
、
私
が
月

に
一
、
二
度
の
頻
度
で
や
っ
て
来
る
。
そ
の
時
に
必
ず

訪
れ
る
の
が
、
披
露
山
公
園
だ
。
こ
こ
に
立
っ
て
見
る

光
景
こ
そ
、
私
が
海
外
駐
在
中
も
ず
っ
と
大
切
に
し
て

き
た
「
故
郷
遺
産
」
で
あ
る
。
関
西
か
ら
来
る
と
、
富

士
山
の
見
え
る
地
が
な
ん
と
も
羨
ま
し
い
。
こ
の
光
景

の
醍
醐
味
を
独
り
占
め
に
し
て
お
く
の
は
も
っ
た
い

な
い
と
、
友
人
を
案
内
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
実
は
、

逗
子
の
花
火
を
毎
年
こ
こ
で
満
喫
し
て
い
る
。 

逗
子
の
商
店
街
に
は
、
私
な
り
の
愛
着
が
あ
る
。
銀

座
通
り
、
な
ぎ
さ
通
り
、
池
田
通
り
と
ま
る
で
三
角
定

「
逗
子
は
私
の
故
郷
」 

一
九
七
一
年
、
海
外
駐
在
を
終
え
て
逗
子
に
帰
っ

て
き
た
。
学
生
時
代
か
ら
の
ヨ
ッ
ト
仲
間
が
待
ち
構

規
の
三
辺
を
回
る
よ
う
に
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
た
り

食
事
を
し
た
り
す
る
。
そ
れ
で
、
恰
か
も
ず
っ
と
逗
子

で
暮
ら
し
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
も
な
る
。 

文 

安
藤 

知
明  

「大崎公園から江の島、富士山を望む」  絵 永橋 為成 



 

 

瓦版の編集担当は 逗子市環境都市部まちづくり課 

電話：046-873-1111  FAX：046-873-4520  

Mail：machi@city.zushi.kanagawa.jp 

 
 

 

☆瓦版のバックナンバーは逗子市庁舎一階、まちづくり課窓口、市民交流センターに配架しています。 

 逗子市ＨＰ、逗子の景観のまちづくりフェイスブックにもアップしていますのでご覧ください。 

市役所２階まちづくり課、市民交流センターで 

閲覧・配付しています。ぜひお手に取りください。 

 

 

瓦版に掲載する 
逗子の景観コラム、 
イラスト募集中！！ 

逗逗子子のの景景観観をを考考ええるる  
平平成成 2277 年年度度都都市市景景観観大大賞賞  優優秀秀賞賞をを受受賞賞ししままししたた！！  

 

✎「まちなみデザイン逗子」の取組みが、平成 27 年度都市景観大賞「景観教育・普及啓発部門」優秀賞

を受賞 しました。神奈川県内では初受賞の快挙です。（主催：「都市景観の日」実行委員会、 後援：国土

交通省） 

✎審査講評では、「地域住民の話し合いのエッセンスを共有すべく街並みに対する価値観として冊子をま

とめ、価値観の共有はさらなる「学びの素材」となっており、とても意義のある実践といえる。」「瓦版や

フェイスブックによる日常的な情報発信も活発に行われていること、多世代の交流による景観の啓発活動

には他地域への景観教育・普及啓発への多くの示唆を与えている」…と瓦版の活動も高く評価されまし

た！ 

✎「まちなみデザイン逗子」は、市民グループが主体となり、逗子の美しい景観を保全し、また新たにつ

くり育てていくためにはどうしたらいいか、景観を考える本として平成 26 年３月に発行しました。その

出来上がりまでに、平成 20 年から足掛け 6年、90 回以上の会合のほか、市内や他市のまち歩きや、地域

ワークショップを通し、逗子らしいまちなみのあり方を研究してきました。 

✎逗子の魅力は、山や海などの自然だけでなく、その自然に寄り添いながら形成される個々の住宅や路地

などによってつくられています。逗子で生活される一人一人が景観づくりに参加しているという意識を共

有するためには、景観について考えてもらうことも大切ですが、まずは逗子という土地柄を知り、その暮

らしを楽しんでもらうことから始まるのではないかと思います。まち歩きを開催すると、「この場所を歩

くことは初めて」、「引っ越してきてからこれまで逗子の良さが分からなかったが、ステキな所を発見でき

た」といった感想をたくさんいただきます。この冊子は、逗子の好きな所を見つけるきっかけづくりにな

るとともに、景観づくりを実践したくなるエッセンスが詰め込まれています。ぜひご一読ください。 

 

逗子の景観まちづくり 

クリック！ 
検索 

私の逗子の歩き方 
～外構～ 

逗子湾付近は保養別荘地として栄え、今でも石

積みや竹垣にその面影が見られます。いつもの

散歩に外構観察をプラスしてみませんか。 

石材×白い漆喰の壁
×瓦で格調高く。 

石積み×四つ目垣 
(田の字に組む)×生け
垣で緑豊かに。視線
や西日も遮ります 

自然素材の竹垣で
庭木の変化がよく
映えます 

ぼさ垣※は、海風で運ば

れる砂を通さず、逗子の

気候条件に適した外構づ

くり 

※小枝の竹垣を束ねたぼ

さっとしている垣 

企画・制作 

ほととぎす隊景観部会＋まちづくり課 

mailto:machi@city.zushi.kanagawa.jp
mailto:https://www.facebook.com/zushiscape
http://3.bp.blogspot.com/-D-oxNcoAgR0/UzKmbeRQ6-I/AAAAAAAAeik/PCnPBvYXcR0/s800/ashiato_kuma.png
http://1.bp.blogspot.com/-OKV5bB4WQfY/Ul5qP4FNWFI/AAAAAAAAZBw/Bo0AyXtW6sY/s800/frame_hyousyoujyou.jpg
http://1.bp.blogspot.com/-wxXG52tIgIk/Uf8zxFTaEOI/AAAAAAAAWxg/XZwMEOZM89s/s800/ribbon2-5.png

